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岡
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支
那
事
変
勃
発
の
翌
年
、
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
四
月

頃
か
ら
、
岡
山
県
上
道
郡
の
十
二
か
町
村
に
お
い
て
、
戦
死
者

が
続
出
し
、
各
村
の
部
落
に
お
い
て
、
村
落
ご
と
に
慰
霊
祭
が

施
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
自
分
は
当
時
、
青
年
団
長
と
し
て
毎

日
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
慰
霊
祭
に
参
列
し
、
ま
さ
に
東
奔
西
走

の
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

つ
い
に
、
わ
が
親
戚
の
中
に
も
戦
死
者
二
人
が
で
て
、
自
分

も
発
憤
、
や
が
て
兵
隊
に
行
く
の
だ
か
ら
と
い
う
覚
悟
で
あ
り

ま
し
た
。
当
時
は
、
こ
の
よ
う
な
世
情
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、

宇
品
運
輸
部
よ
り
「
海
技
者
募
集
」
の
話
が
あ
り
、
役
場
等
に

張
り
紙
も
し
て
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
や
が
て
は
兵
隊
に
行
く

の
だ
か
ら
と
い
う
覚
悟
も
あ
り
、
親
も
承
知
し
て
く
れ
た
の

で
、
こ
れ
に
応
募
し
合
格
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
慌
し
く
も
二
日
後
に
同
運
輸
部
に
入
隊
致
し
ま
し

た
。
部
隊
編
成
時
に
「
毛
筆
に
自
信
あ
る
者
は
前
へ
出
ろ
」
と

い
う
こ
と
で
四
人
の
者
が
出
た
の
で
す
が
、
自
分
も
そ
の
中
の

一
人
で
あ
り
ま
し
た
。
仕
事
は
「
五
カ
条
の
御
誓
文
」
を
習
字

し
、
各
兵
舎
ご
と
に
貼
る
こ
と
で
、
終
了
後
、
厳
島
神
社
東
島

上
の
鳥
羽
別
荘
に
約
二
〇
〇
人
が
集
結
、
海
技
教
練
並
び
に
戦

闘
教
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
日
後
、
輸
送
船
で
内
地
を
出
発
し
た
の
で
す
が
、
本
船
に

は
我
々
約
一
〇
〇
人
、
ほ
か
に
兵
二
〇
〇
人
、
看
護
婦
二
〇
〇

人
、
軍
属
一
〇
〇
人
が
乗
船
、
中
国
へ
渡
り
ま
し
た
。
残
り
一

〇
〇
人
は
次
期
の
渡
中
の
部
に
残
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
は
次
期
の
渡
中
の
部
と
な
り
、
寺
井
一
郎
中
隊
長
並
び

に
太
田
軍
曹
と
共
に
三
人
が
一
緒
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、

「
二
、
三
日
待
て
」
と
い
わ
れ
た
の
で
、「
な
ぜ
で
す
か
」
と
尋

ね
る
と
、
三
人
は
教
練
後
に
毎
日
剣
道
時
間
が
与
え
ら
れ
修

業
、
習
練
す
る
二
段
級
の
三
人
で
し
た
。

そ
の
後
、
自
分
た
ち
は
「
興
安
丸
」
一
二
、
〇
〇
〇
ト
ン
の

貨
物
船
に
乗
船
し
ま
し
た
。
玄
海
灘
お
よ
び
東
シ
ナ
海
の
大
波

に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
を
進
み
、
兵
隊
・
軍
属
・
看



護
婦
な
ど
追
加
し
た
人
た
ち
も
入
れ
、
総
勢
一
、
五
〇
〇
人

が
、
上
海
に
上
陸
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
二
日
後
、
再
び
乗
船

し
て
揚
子
江
を
遡
上
し
、
南
京
碇
泊
司
令
部
に
上
陸
し
、
以
後

毎
日
戦
闘
教
練
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
分
は
機
帆
船
（
二
〇
〇
ト
ン
）
に
乗
船
し
、
さ

ら
に
五
日
間
、
揚
子
江
（
長
江
）
を
遡
上
し
ま
し
た
。
夜
間
は

航
行
が
中
止
で
、
結
果
的
に
は
十
日
後
に
、
私
は
元
気
で
あ
っ

た
し
、
声
も
大
き
い
と
い
う
の
で
、
司
令
部
勤
務
労
務
課
に
着

任
、
勤
務
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

部
屋
に
は
中
隊
長
の
机
が
あ
り
、
二
人
の
使
用
人
が
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
十
日
後
に
は
財
務
課
勤
務
に
変
更
と
な
り
、

分
隊
長
助
手
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
機
帆
船
、
漁

船
、
陸
工
班
三
人
の
分
隊
長
の
助
手
と
し
て
半
年
勤
務
、
以

降
、
教
練
分
隊
長
、
青
年
班
分
隊
長
並
び
に
第
三
小
隊
第
四
分

隊
長
な
ど
を
拝
命
し
ま
し
た
。
後
に
、
司
令
部
勤
務
は
遂
に
将

校
当
番
長
並
び
に
下
士
官
当
番
長
が
不
在
と
な
っ
た
た
め
で
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
務
的
な
内
務
勤
務
だ
け
で
は
な
く

な
り
ま
し
た
。
江
西
省
の
揚
子
江
沿
岸
の
彭
沢
で
掃
討
戦
に
参

加
し
ま
し
た
。
本
来
の
任
務
は
、
軍
属
で
あ
る
が
、
実
際
の
任

務
や
行
動
は
兵
隊
と
同
じ
で
し
た
。

ま
た
、
船
舶
部
隊
は
、
単
に
人
や
兵
器
・
資
材
・
食
料
そ
の

他
の
物
資
を
運
搬
す
る
だ
け
で
な
く
、
当
然
、
作
戦
・
討
伐
等

に
お
い
て
も
、
兵
員
輸
送
と
い
う
重
大
な
任
務
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
な
く
し
て
は
作
戦
の
遂
行
も
、
作
戦
の
任
務
も
果
た
す
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

彭
沢
（
江
西
省
の
揚
子
江
沿
岸
）
で
の
掃
討
作
戦
の
折
は
、

部
隊
を
乗
せ
て
の
参
加
で
す
が
、
軍
属
と
い
え
ど
も
兵
隊
と
同

じ
で
、
兵
員
を
目
的
地
ま
で
輸
送
、
上
陸
さ
せ
る
の
で
す
か

ら
、
渡
河
作
戦
中
は
兵
隊
以
上
の
危
険
を
冒
し
て
の
任
務
で
あ

り
ま
す
。

敵
が
対
岸
か
ら
射
撃
を
し
て
き
ま
す
。
船
舶
を
操
縦
す
る

我
々
を
狙
い
撃
ち
で
す
。
で
す
か
ら
、
無
防
備
の
我
々
の
危
険

は
兵
隊
以
上
で
あ
り
ま
す
。
安
慶
作
戦
の
時
は
、
兵
隊
が
六
、

七
人
戦
死
、
戦
傷
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
庶
務
課
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
庶
務
課
長
は
藤
本



孝
機
副
官
で
、
自
分
は
三
井
一
治
司
令
官
（
大
佐
）
の
当
番
を

拝
命
し
、
官
舎
よ
り
十
四
キ
ロ
の
行
程
を
毎
日
自
動
車
に
同
乗

し
ま
し
た
。
次
期
の
交
替
し
た
司
令
官
は
、
柳
屋
良
輔
大
佐
で

金
鵄
勲
章
保
持
者
と
い
う
歴
戦
の
勇
者
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
浦
口
対
岸
の
駅
の
倉
庫
器
材
係
長
を
拝
命
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
上
海
碇
艦
部
閣
下
の
視
察
に
備
え
る
た
め
の
辞

令
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
た
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
毎
日
、
船
具
類
一
二
〇
種
の
在
庫
や
器
具

名
を
覚
え
る
こ
と
に
十
日
間
は
眼
の
回
る
よ
う
な
忙
し
い
日
々

で
あ
り
ま
し
た
。

閣
下
来
場
に
は
、
兵
二
十
人
、
軍
属
二
十
人
、
苦
力
二
十
人

が
お
迎
え
す
る
の
で
す
。
し
か
し
、
荒
波
の
た
め
船
着
場
の
桟

橋
は
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
板
張
り
で
、
閣
下
だ

け
一
人
で
の
上
陸
は
不
能
の
た
め
、
司
令
官
に
「
ど
う
ぞ
」
と

手
を
出
し
、
私
の
手
を
握
ら
れ
て
上
陸
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

倉
庫
の
視
察
に
も
、
私
の
先
導
で
あ
る
の
で
「
頼
む
ぞ
」
と
声

を
か
け
ら
れ
、
倉
庫
に
入
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
船
の
用

具
な
ど
を
説
明
、
さ
ら
に
機
帆
船
、
次
に
漁
船
の
二
〇
ト
ン
級

ま
で
説
明
申
し
ま
し
た
。「
近
藤
と
や
ら
、
よ
く
覚
え
た
。
ご

苦
労
で
あ
っ
た
な
」
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
間
約
一

時
間
四
〇
分
で
説
明
が
終
了
し
、
本
部
へ
渡
江
さ
れ
ま
し
た
。

担
当
者
と
し
て
は
、
緊
張
の
連
続
で
、
こ
の
時
間
の
長
く
感
じ

た
こ
と
を
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
支
那
派
遣
軍
総
司
令
官
・
畑
元
帥
の
傘
下
の
東
久

爾
宮
殿
下
が
、
わ
が
部
隊
に
来
ら
れ
、
そ
の
説
明
に
私
が
命
ぜ

ら
れ
ま
し
た
。
天
皇
陛
下
の
第
一
皇
女
照
宮
成
子
内
親
王
殿
下

の
御
成
婚
に
当
た
り
説
明
を
拝
命
す
る
と
い
う
光
栄
に
浴
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
は
身
命
の
限
り
を
尽
く
す
心

で
ご
奉
公
し
、
九
日
間
に
わ
た
り
使
命
を
果
た
し
た
の
で
あ

り
、
金
一
封
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
は
、
い
ま
だ
に
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
感
激
で
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
六
月
、
私
は
、
脱
腸
の
た
め
入
院
し
ま
し
た

が
、
退
院
後
、
中
隊
長
の
影
山
中
尉
が
対
空
監
視
隊
長
に
な
ら

れ
、
私
が
副
隊
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
桂
林
（
広
西
省
、
昭
和
十
九

年
十
一
月
、
湘
桂
作
戦
で
日
本
軍
が
占
領
し
た
）
よ
り
、
飛
行

機
三
機
で
出
発
し
ま
し
た
。

中
隊
長
は
「
何
時
間
で
南
京
に
到
着
か
」
と
尋
ね
る
の
に
対



し
て
「
約
二
時
間
で
あ
り
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
二
時
間
過
ぎ
た
こ
ろ
上
空
に
ピ
カ
ッ
と
光
る
物
体
が
見
え

る
。
大
型
爆
撃
機
で
あ
り
ま
す
。
敵
機
は
襲
撃
時
に
は
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
て
滑
走
し
、
五
、
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
度
を

保
っ
て
、
エ
ン
ジ
ン
始
動
と
同
時
に
爆
弾
を
投
下
す
る
。
爆
撃

機
も
戦
闘
機
も
、
い
ず
れ
も
同
じ
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
爆
撃
機
は
五
〇
キ
ロ
、
戦
闘
機
（
ロ
ッ
キ
ー
ド
Ｐ38

）
は

三
〇
キ
ロ
爆
弾
を
投
下
し
ま
す
。

こ
の
爆
撃
に
よ
り
、
我
が
軍
部
隊
の
近
く
の
施
設
・
建
物
は

縦
横
に
爆
撃
さ
れ
、
そ
の
す
さ
ま
じ
さ
は
揚
子
江
の
沿
岸
や
沖

に
魚
群
の
浮
上
を
み
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

魚
を
食
べ
る
と
蕁
麻
疹
に
な
る
か
ら
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
（
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
魚
を
市
場
が
安
く
買
い

上
げ
る
と
い
う
話
も
あ
っ
た
）

。

南
京
対
岸
の
浦
口
側
の
本
船
荷
揚
場
で
は
、
砂
糖
約
三
、
〇

〇
〇
ト
ン
に
爆
弾
が
落
下
し
、
三
昼
夜
燃
え
続
け
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
国
人
男
女
が
二
十
数
人
、
爆
風
や

爆
弾
の
た
め
被
害
を
受
け
、
血
管
は
破
れ
、
肉
片
は
飛
び
、
実

に
見
る
に
耐
え
ぬ
よ
う
な
惨
状
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
時
に

は
、
眼
を
■
き
出
し
、
意
識
も
な
く
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
い
た

り
、
罪
な
き
小
児
の
姿
な
ど
あ
り
、
涙
な
く
し
て
は
語
る
こ
と

も
で
き
ぬ
有
様
で
あ
っ
た
の
で
す
。

我
々
船
舶
隊
や
碇
泊
司
令
部
の
小
・
中
隊
は
食
事
も
で
き

ず
、
死
に
行
く
子
供
達
を
見
て
涙
な
し
で
は
語
れ
ず
、
後
片
付

け
に
三
日
間
の
奉
仕
を
い
た
し
ま
し
た
。
敵
も
味
方
も
な
い
、

戦
い
は
人
類
の
敵
で
あ
る
と
、
つ
く
づ
く
感
じ
た
次
第
で
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
は
第
二
陸
軍
病
院
よ
り
、
傷
痍
軍
人
の
曹
長
以

下
一
二
〇
人
を
宰
領
、
引
率
し
て
北
京
経
由
で
帰
国
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
厳
寒
の
最
中
で
途
中
駅
に
て
二
回
ほ

ど
下
車
、
兵
站
泊
ま
り
な
ど
し
て
、
十
二
月
十
日
、
満
州
、
朝

鮮
を
経
て
、
無
事
釜
山
に
到
着
し
ま
し
た
。

日
曜
日
に
乗
船
し
ま
し
た
が
、
途
中
で
敵
機
（
グ
ラ
マ
ン
戦

闘
機
）
の
来
襲
に
遭
い
、
対
馬
海
峡
な
ど
で
船
首
回
転
な
ど
を

し
て
、
こ
れ
を
回
避
し
、
無
事
門
司
港
に
到
着
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
門
司
は
雲
の
た
め
下
関
に
と
変
更
と
な
り
、
逆
コ
ー
ス



で
靴
に
荒
縄
を
巻
き
下
船
し
ま
し
た
。

駅
で
は
女
子
生
徒
の
湯
茶
な
ど
の
接
待
が
あ
り
、
希
望
者
に

飲
む
こ
と
を
許
可
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
十
六
人
は
宇
品
へ
、
翌

日
司
令
部
へ
出
頭
し
ま
し
た
。
人
事
課
長
は
高
橋
陸
軍
大
佐
殿

で
、
全
員
控
え
室
に
て
訓
辞
を
受
け
ま
し
た
。
帰
途
、
大
佐
殿

は
「
近
藤
、
大
儀
で
あ
っ
た
。
業
務
報
告
は
分
か
っ
た
。
お
前

は
田
村
閣
下
よ
り
一
カ
年
の
休
暇
利
用
に
て
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
南
京
司
令
部
柳
原
大
佐
と
共
に
と
あ
る
が
、
十
カ
月
足

止
め
す
る
ぞ
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
本
日
付
け
を
も
っ
て
、
陸
軍
軍
属
・
近
藤
利
勝
を
准
尉
待

遇
に
命
ず
る
。
良
い
か
」
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
次
期
南
支
香
港
勤
務
を
拝
命
と
な
り
、
昭
和
十
九
年
十
二

月
十
四
日
、
東
岡
山
駅
に
到
着
し
ま
し
た
。

各
中
隊
の
兵
二
、
八
〇
〇
人
の
中
に
運
輸
部
軍
属
二
〇
〇
人

は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
の
西
か
ら
東
、
南
北
の
各
地
よ
り
集
合
し

た
混
成
部
隊
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
す
べ
て
戦
闘
訓
練
、
陸

海
技
と
も
に
厳
し
い
限
り
の
任
務
を
遂
行
し
、
本
科
以
外
の
教

練
を
実
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
は
「
智
・
仁
・
勇
」
を
日
々
の
心
の
糧
と
し
て

奉
公
一
途
の
精
神
で
任
務
を
尽
く
す
こ
と
が
本
分
で
あ
る
と
心

し
て
励
ん
だ
結
果
で
あ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
各
将

校
た
ち
の
信
頼
の
的
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
の
略
歴
は
次
の
如
く
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
十
五
年
二
月
二
日
　
召
集

三
月
五
日
　
　
　
広
島
県
宇
品
陸
軍
運
輸
部

司
令
部
舟
艇
訓
練

五
月
二
十
五
日
　
上
海
碇
泊
場
司
令
部
（
碇
監
部
）

暁
第
二
九
四
七
部
隊

六
月
一
日
　
　
　
南
京
碇
泊
場
司
令
部
配
属
水
工
勤
務

暁
第
二
九
四
七
部
隊

昭
和
十
六
年

一
月
五
日
　
　
　
司
令
部
労
務
課
勤
務

七
月
一
日
　
　
　
司
令
部
続
勤
務
命
令
　
財
務
課

昭
和
十
七
年

一
月
二
十
日
　
　
軍
属
中
隊
第
三
小
隊
第
四
分
隊
長



命
令
さ
る
、
将
校
当
番

十
月
十
五
日
　
　
器
材
課
係
拝
命

十
一
月
二
十
日
　
司
令
部
庶
務
課
勤
務

第
三
小
隊
第
四
分
隊
長
司
令
部
取
締
役
分
隊
長

未
成
年
班
分
隊
長
司
令
部
取
締
役
分
隊
長

未
成
年
班
分
隊
長
　
教
練
分
隊
長

作
業
班
分
隊
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
命

昭
和
十
九
年

八
月
一
日
　
　
　
上
海
建
監
部
よ
り
一
カ
年
休
暇

一
時
帰
還
命
令

十
二
月
八
日

海
軍
状
況
悪
化
の
た
め
北
支
経
由
に
て

傷
痍
軍
人
一
二
〇
人
引
率
宇
品
帰
還

次
期
南
支
香
港
勤
務
拝
命
受
領

【
解

説
】

聞
き
取
り
対
象
者
の
略
歴
を
見
た
だ
け
で
は
、
主
と
し
て
碇

泊
場
司
令
部
勤
務
で
あ
る
か
ら
、
戦
地
で
の
戦
闘
に
あ
ま
り
関

係
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
中
国
の
大

河
．
揚
子
江
の
船
舶
行
動
の
中
枢
で
あ
る
私
た
ち
の
南
京
碇
泊

場
司
令
部
は
、
在
中
米
軍
航
空
隊
の
攻
撃
の
的
で
あ
り
ま
し

た
。在

中
米
空
軍
は
、
広
西
省
や
湖
南
省
西
部
に
多
く
の
航
空
基

地
を
設
置
し
、
長
沙
・
衡
陽
・
衡
山
・
柳
州
・
成
都
な
ど
に
、

多
数
の
爆
撃
機
（
Ｂ25

、
Ｂ29

）

、
戦
闘
機（
Ｐ51

、
Ｐ38

等
）

を
集
め
、
上
海
、
南
京
、
漢
口
は
度
々
被
害
を
受
け
て
お
り
ま

し
た
。

そ
れ
は
、
我
が
軍
事
施
設
の
み
で
な
く
、
一
般
の
民
衆（
中
国

国
民
）
も
被
害
を
受
け
、
都
市
で
も
そ
の
惨
状
は
目
を
覆
う

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
米
軍
と
す
れ
ば
、
日
本
の
占
領
地
の
中

国
国
民
は
敵
と
見
做
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
迷
惑

な
の
は
一
般
の
良
民
で
し
た
。

昭
和
十
九
年
夏
か
ら
、
湘
桂
作
戦
が
開
始
さ
れ
て
、
在
中
米

軍
基
地
（
飛
行
場
）
は
次
々
と
攻
略
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
期
に
私
（
解
説
者
）
は
引
率
し
、
内
地
へ
と
向
か
っ
て
お
り

ま
し
た
か
ら
、
現
地
状
況
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で



す
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
に
か
け
て
は
随
分
激
し
い
戦
闘
が

あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
従
っ
て
、
我
々
船
舶
部
隊
、
碇
泊
場

も
、
米
中
空
軍
の
重
爆
撃
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
毎
日
受
け
て

い
た
の
で
し
た
。

資
料
に
よ
り
ま
す
と
、

船
舶
兵
団
司
令
部
　
　
一
、
船
舶
輸
送
司
令
部
　
　
五
、

船
舶
輸
送
司
令
部
　
二
六
、
野
戦
輸
送
隊
司
令
部
　
一
、

船
舶
輸
送
地
区
隊
司
令
部
　
二
、
船
舶
団
司
令
部
　
七
、

東
京
船
舶
隊
　
一
、
　
　
　
碇
泊
場
司
令
部
　
　
二
六
、

船
舶
砲
兵
団
司
令
部
　
一
、

と
多
く
の
司
令
部
が
各
地
に
位
置
し
て
お
っ
た
の
で
す
。
我
々

も
、
そ
の
一
つ
の
司
令
部
に
勤
務
し
て
お
っ
た
訳
で
あ
り
ま

す
。そ

の
隷
下
、
指
揮
下
に
、

各
種
連
隊
　
四
六
、
大
隊
　
六
〇
、
隊
　
一
八
一

■
　
四
八
、
班
　
三
五
、
そ
の
他
を
含
め
　
四
六
八

で
陸
軍
船
舶
部
隊
が
編
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

初
年
兵
の
初
陣

―
矢
部
伍
長
の
戦
死
を
悼
む
―
　 

神
奈
川
県
　
森
道
一
　 

仕
事
に
情
熱
を
傾
け
て
い
る
若
者
、
学
業
半
ば
の
青
年
、
恋

を
さ
さ
や
き
二
人
の
将
来
を
語
り
あ
っ
て
い
た
人
た
ち
。
こ
れ

ら
の
人
た
ち
を
戦
争
と
い
う
黒
い
影
は
そ
の
絆
を
断
ち
切
っ
て

い
っ
た
。
そ
し
て
、
暗
い
影
を
残
し
て
若
者
は
戦
地
に
征
き
、

大
陸
の
広
野
に
、
南
海
の
孤
島
に
、
あ
る
い
は
海
の
藻
■
と
消

え
た
。
最
期
に
「
お
母
さ
ん
」
と
叫
び
つ
つ
。
し
か
し
誰
も
そ

れ
を
語
ろ
う
と
し
な
い
。

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
七
月
、
私
は
東
部
第
六
十
三
部

隊
に
召
集
さ
れ
た
。
今
日
も
、
甲
府
盆
地
に
真
夏
の
太
陽
が
、

ギ
ラ
ギ
ラ
と
照
り
付
け
、
そ
の
下
を
重
い
重
機
関
銃
を
肩
に
食

い
込
ま
せ
、
額
の
汗
を
拭
う
こ
と
も
せ
ず
、
重
い
足
取
り
で
行

進
す
る
兵
の
一
団
を
指
揮
す
る
長
谷
川
少
尉
、
ム
チ
を
片
手
に

し
て
い
る
班
長
。
軍
歌
は
歩
兵
の
本
領
『
満
朶
の
桜
』

、
大
声




